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今日今日今日今日のトピックスのトピックスのトピックスのトピックス

１．ESD21概要

２．TPS（トヨタ生産方式）概要

３．国の高度情報化施策と自動車業界

４．中小中堅のEDI/ECモデルの開発支援

５．かんばん方式のEDI/EC

６．自動車部品メーカのEC／IT化の展開

７．生産マネジメントシステムの

共通フレームワーク、JMP開発提案



www.esd21.jp

・中小中堅製造業、ソフトづくりの支援

・TPSとIT(情報技術）のシナジー

・「三方よし」の理念実践による

持続可能な社会づくりに貢献

・参加者の生涯現役、ＱＯＬ

創設の狙い



ミャンマーでのTPS/リーン方式の講演会



人間系と人間系と人間系と人間系と IT系系系系(機械系）と機械系）と機械系）と機械系）とのアナロジーのアナロジーのアナロジーのアナロジー
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組織

組織

企業

企業

企業

企業

企業

・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、設計、生産

・開発、設計

・スタッフ、ライン

・前工程、後工程

・管理部門、現場

・開発 ・取引

・垂直 ・水平

・同業 ・異業

・域内 ・域外

・国内 ・国外

人間系人間系人間系人間系

機械系機械系機械系機械系

IT系系系系

・TCP/IP ・API ・EAI

・EDI ・SOAP ・UDDI

・EC（B2B,B2C,B2G)

・CGI ・DGI ・GUI

・P2P ・CORBA  ・サーバークライアント

イントラネットイントラネットイントラネットイントラネット

エキストラネットエキストラネットエキストラネットエキストラネット

インターネットインターネットインターネットインターネット
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LAN

WAN

COM＝Computer

Control

Communication

人（の脳）人（の脳）人（の脳）人（の脳） コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ

組織組織組織組織 情報システムアーキテクチャ情報システムアーキテクチャ情報システムアーキテクチャ情報システムアーキテクチャ

管理管理管理管理

情報伝達情報伝達情報伝達情報伝達

制御制御制御制御

通信通信通信通信

コンピュータ連携
企業内連携

企業間連携

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅ



ビジネス活動による、顧客価値の提供ビジネス活動による、顧客価値の提供ビジネス活動による、顧客価値の提供ビジネス活動による、顧客価値の提供

�ビジネス活動とは

“人間系（TPS)・機械系(IT)による、情報加工/生産のプロセス”

をとおして、お客様が満足（CS)する価値を創る活動

情報の処理・加工・伝達情報の処理・加工・伝達情報の処理・加工・伝達情報の処理・加工・伝達

（設計図/決済書/生産情報

など、情報の流れ）

生産生産生産生産

（モノの流れ）

入力入力入力入力 出力出力出力出力

QCDの向上、CS/CV増加

オフィス業務 ＝人間系＋機械系（コンピュータ、CAD/CAE/ERP/SCM）

生産現場業務＝人間系＋機械系（ロボット化/自動化）

CS=Customer Satisfaction

CV=Customer Value

人、モノ

金、情報

質・量・コスト・タイミング

顧客満足、顧客価値

TPSの本質は、「人財育成、人の活力」を基本にした人的能力向上

TPS         IT



ツールの使い方をとおして本質を学ぼうツールの使い方をとおして本質を学ぼうツールの使い方をとおして本質を学ぼうツールの使い方をとおして本質を学ぼう

TPS/Agileプロセスの本質

人的能力の100%発揮

人間性尊重

ツールの本質

ツールや”ツールや”ツールや”ツールや” Know how” よりよりよりより ““““ Know why” をををを

日本的経営の良さ（チームワーク、助け合い、フラット）

明示知

（形式知）

暗黙知

“How to”やツールの

存立根拠、本質

かんばん、あんどん

ポカよけ、一個流し

Pull

リファクタリング、ペアプロ

ＴＤＤ，朝会、イテレーション

①TPSでは、「お客様のPullに対応した仕事の流れ、モノの流れ」の構築。

流れをつくるために、ムダを徹底的に排除すること。

②「あるべき姿をめざして」改善しつづける人間集団を創ること。

TPS Agileソフトソフトソフトソフト

ツール(Tool)

TPSの本質



出典：『日経ビジネス』日経BP社

創造による深層的な組織力が競争力の決め手創造による深層的な組織力が競争力の決め手創造による深層的な組織力が競争力の決め手創造による深層的な組織力が競争力の決め手

顧客価値差別化（独自性）

商品

暗黙知

組織能力

機能的価値

意味的価値

明示知

表の競争

裏の競争

モジュール型

摺合せ型

表層の価値創造

深層の価値創造

表層

深層

浅い知識

深い知識

出典：藤本、延岡ら多数

TPS
Toyota Way

Agile process

(XP, Scrum)

TOC,CCPM,6 Sigma



ものづくりマネジメントの歴史ものづくりマネジメントの歴史ものづくりマネジメントの歴史ものづくりマネジメントの歴史



リーン方式という名のトヨタ生産方式リーン方式という名のトヨタ生産方式リーン方式という名のトヨタ生産方式リーン方式という名のトヨタ生産方式

クラフトマン生産

（職人の手工業）

マス（大量）生産

（フォード方式フォード方式フォード方式フォード方式）

リーン生産

（トヨタ方式トヨタ方式トヨタ方式トヨタ方式）

19世紀

20世紀前半

20世紀後半

全てのビジネス活動はリーン方式への脱皮が必要

＜＜＜＜GM･トヨタ生産性比較＞･トヨタ生産性比較＞･トヨタ生産性比較＞･トヨタ生産性比較＞

GM
Framingham

Toyota
Takaoka

NUMMI
Fremont

製品時間製品時間製品時間製品時間［時間［時間［時間［時間////台］台］台］台］
31313131 16161616 19191919

135135135135 45454545 45454545
不具合不具合不具合不具合［件［件［件［件/100/100/100/100台］台］台］台］

作業スペース作業スペース作業スペース作業スペース

平均部品在庫平均部品在庫平均部品在庫平均部品在庫

8.18.18.18.1 4.84.84.84.8 7.07.07.07.0

２週間分２週間分２週間分２週間分 ２時間分２時間分２時間分２時間分 ２日分２日分２日分２日分

1987年時点年時点年時点年時点の調査資料の調査資料の調査資料の調査資料

出典：J.P.Womack, et al., 

The Machine that Changed 

the World （IMVP Survey）

＜ソフトウェア開発＞＜ソフトウェア開発＞＜ソフトウェア開発＞＜ソフトウェア開発＞

ウォータフォール型ウォータフォール型ウォータフォール型ウォータフォール型

リーンリーンリーンリーン/アジャイル型アジャイル型アジャイル型アジャイル型

T型フォード型フォード型フォード型フォード

多車種混流多車種混流多車種混流多車種混流



ものづくりとトヨタ生産方式（ものづくりとトヨタ生産方式（ものづくりとトヨタ生産方式（ものづくりとトヨタ生産方式（TPS））））

T

1970               1980               1990             2000       2010           

トヨタ

生産方式

の発展

リーン

方式の

発展・展開

（US,海外）

国内の

製造業

’37 トヨタ自動車創立

’73 トヨタ生産方式（社内マニュアル）

’78 トヨタ生産方式出版（大野）

’83 トヨタ生産方式出版（門田）

生産の海外移転

’90 The machine that change the world（Womack）

Agile ソフト開発

TPSを起源とした

手法/コンセプト

伝統的TPSからの脱皮

リーン生産方式がUSから世界に普及

生産の国内回帰

リーン方式が他産業界へ普及

’03 The Toyota Way (Liker)

6シグマ、ECR,TOC

’85~90 USの日本産業の視察

・グローバル展開

・生産から経営全般

・ICTの技術革新

TPSは、リーン方式は、リーン方式は、リーン方式は、リーン方式(アジャイル）の名で世界の人達は真剣に学ぶアジャイル）の名で世界の人達は真剣に学ぶアジャイル）の名で世界の人達は真剣に学ぶアジャイル）の名で世界の人達は真剣に学ぶ

再度、海外移転

(円高など）



US, 海外でのトヨタ生産海外でのトヨタ生産海外でのトヨタ生産海外でのトヨタ生産方式方式方式方式 (TPS)のののの普及普及普及普及

80年代初トヨタがUSで生産開始し、TPSはUSでLean方式と命名。TPS/Lean方式は

今や世界標準ともいえる、製造業を超えた「競争優位のビジネスモデル」

1989



トヨタシステム・・・トヨタシステム・・・トヨタシステム・・・トヨタシステム・・・TPSととととToyota Way

目で見る管理（Visual Management）：情報共有

従業員満足 ES (Employee Satisfaction)

QCDE( Quality, Cost, Delivery , Environment)の追求

顧客満足CS 、顧客感動CD

顧客価値CV (Customer Value )

Just-In-Time
必要な物を

必要な量を

必要な時に

・工程の流れ化

・タクトタイム

・後工程引取り

・小ロット化

自働化自働化自働化自働化

（（（（Autonomy））））

工程内での

品質の造り込み

（問題の顕在化）

・省人化

・自立化/自律化

無駄の排除

People & Teamwork

改善活動改善活動改善活動改善活動

人とチームワーク

・現地現物 ・７つの無駄

・真因の追究 ・問題解決

労使信頼、企業風土、 トヨタのDNA

平準化 (Leveled Production)、標準作業

トヨタ生産方式の本質は、技術や方法論でなく、人的能力にある

トヨタシステムの４P（Philosophy, People, Process, Problem solving)



TPSの基本と求める組織構造の基本と求める組織構造の基本と求める組織構造の基本と求める組織構造

TPSの理念：の理念：の理念：の理念： お客様第一（お客様第一（お客様第一（お客様第一（Customer First)

二本の柱：二本の柱：二本の柱：二本の柱： ・ジャスト・イン・タイム（・ジャスト・イン・タイム（・ジャスト・イン・タイム（・ジャスト・イン・タイム（Just-In-Time )

・自働化・自働化・自働化・自働化 (Autonomy, 自律した自動化自律した自動化自律した自動化自律した自動化)

常にあるべき姿(To Be)を目指し「改善」し続ける

人間集団を創り上げること

ディーラ

本社

車両工場

エンジン工場、

部品サプライヤ

N/W

サトウサンペイ、「フジ三太郎」朝日新聞より

抽象化

具体化

ホロニクス型：調和型自律分散ホロニクス型：調和型自律分散ホロニクス型：調和型自律分散ホロニクス型：調和型自律分散

ホロニクス型：

オーケストラ（組織）という

全体は、構成する各演奏者

という個で成り立つ

実世界 モデル

<30年前＞

<2000年以降＞

オルフェウス管弦楽団

（指揮者のいないオーケストラ指揮者のいないオーケストラ指揮者のいないオーケストラ指揮者のいないオーケストラ）

指揮者という統率する人がいなくても自律分散

（自己完結）した組織で仕事、すなわちシステム

が自己組織化されて、運営される理想像の追求

ゴールゴールゴールゴール



トヨタ生産方式の２本の柱トヨタ生産方式の２本の柱トヨタ生産方式の２本の柱トヨタ生産方式の２本の柱

１）ジャスト・イン・タイムジャスト・イン・タイムジャスト・イン・タイムジャスト・イン・タイム （売れないモノを造る余裕はない）

平準化を前提に

「必要なモノを、必要な時に、必要なだけ」

造り、運ぶ

２）自働化自働化自働化自働化 （不良品を造っておれない）

機械にもインテリジェト化して

「異常や問題があれば自ら止まり」、

見張り番をなくして省人化する

モノと情報の停滞をなくし、

リードタイムの短縮

人も機械も自律化して

自工程完結、品質確保

・品質を自工程で造りこむ

・人の付加価値/生産性UP

阻害要因をひとつひとつ知恵を出して解決

ムダ・異常を排除して原価低減につなげる

「お客様第一」を理念に２本の柱「ジャストインタイム」と「自働化」「お客様第一」を理念に２本の柱「ジャストインタイム」と「自働化」「お客様第一」を理念に２本の柱「ジャストインタイム」と「自働化」「お客様第一」を理念に２本の柱「ジャストインタイム」と「自働化」

・新車開発のCE/SE

・生産･販売のTPS
資金回収

の迅速化



USの半導体産業の復権にの半導体産業の復権にの半導体産業の復権にの半導体産業の復権に TPS

日本のIT化施策

・Σプロジェクト

・第五世代コンピュータ

・CALS/EC

・e-Japan戦略

SEMATIC  90年代初
（SEmiconductor MAnufacturing TECHnology）

TI社など民間14社のコンソーシアム

・半導体CIMの中核に

「オープン「オープン「オープン「オープンMESフレームワーク」フレームワーク」フレームワーク」フレームワーク」

・オブジェクト指向やCORBAの採用

・TPS（Pull方式や自律分散など）を実装

・米国防省主導から民間主導に

・超LSI技術研究組合
1972年年年年

共通フレームワークとして特定ドメインでオープン化

ＯＳ

オープンオープンオープンオープンMESフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

AP1 AP1 AP1 AP1 AP1 AP1 コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント（クラスライブラリ）（クラスライブラリ）（クラスライブラリ）（クラスライブラリ）として部品化として部品化として部品化として部品化

特定業務ドメイン共通特定業務ドメイン共通特定業務ドメイン共通特定業務ドメイン共通 （車の車台）（車の車台）（車の車台）（車の車台）

（（（（SEMATICののののMES)

MES＝Manufacturing Execution System

80年代中頃まで、日本の半導体メーカ（日立など）が世界トップ年代中頃まで、日本の半導体メーカ（日立など）が世界トップ年代中頃まで、日本の半導体メーカ（日立など）が世界トップ年代中頃まで、日本の半導体メーカ（日立など）が世界トップ10

の中での中での中での中で6社を占めた時があったが、「電子立国日本」も今は昔。社を占めた時があったが、「電子立国日本」も今は昔。社を占めた時があったが、「電子立国日本」も今は昔。社を占めた時があったが、「電子立国日本」も今は昔。



情報システム開発情報システム開発情報システム開発情報システム開発

１９９４年１９９４年１９９４年１９９４年（米国）（米国）（米国）（米国）

１７５,０００件（１１兆円）問題発生53.0%
成功16.0%

途中キャンセル31.0%
出典：プロジェクト・メンターズ社

成功

16.0%

途中ｷｬﾝｾﾙ

31.0%

問題発生

53%

Standish Group Study Reported in 2000 Chaos Report.

全く利用しない全く利用しない全く利用しない全く利用しない

ほとんどほとんどほとんどほとんど

利用しない利用しない利用しない利用しない

いつもいつもいつもいつも

利用する利用する利用する利用する

よく利用するよく利用するよく利用するよく利用する

7%

13%

16% 19%

45%

全く利用しない全く利用しない全く利用しない全く利用しない

ほとんどほとんどほとんどほとんど

利用しない利用しない利用しない利用しない

いつもいつもいつもいつも

利用する利用する利用する利用する

よく利用するよく利用するよく利用するよく利用する

ときどき利用するときどき利用するときどき利用するときどき利用する

ソフト開発のムダは60％

� USででででTPSはリーン方式として普及。その後にはリーン方式として普及。その後にはリーン方式として普及。その後にはリーン方式として普及。その後にAgile生産方式を提唱。生産方式を提唱。生産方式を提唱。生産方式を提唱。

Agile方式は、ソフト開発分野で方式は、ソフト開発分野で方式は、ソフト開発分野で方式は、ソフト開発分野で2000年代に年代に年代に年代にUSで展開、日本にも普及で展開、日本にも普及で展開、日本にも普及で展開、日本にも普及

� XP, Scrum, Crystal などの手法などの手法などの手法などの手法(流派）に、流派）に、流派）に、流派）に、Kanbanと言う名の流派と言う名の流派と言う名の流派と言う名の流派もももも

TPSを源流とするを源流とするを源流とするを源流とする Agileソフト開発プロセスソフト開発プロセスソフト開発プロセスソフト開発プロセス

ITプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトは失敗も多く、ムダも多いは失敗も多く、ムダも多いは失敗も多く、ムダも多いは失敗も多く、ムダも多い

ソフト開発の失敗は80％以上



PAPER  FLOW DIGITAL  FLOW SHARED  FLOW

INTEGRATED 

DATA  BASE

Çs

Çr

Ç`
Çm
Çc

Ç`
Çq
Çc
Çr

紙による伝達紙による伝達紙による伝達紙による伝達 電子データ交換電子データ交換電子データ交換電子データ交換 データ共有データ共有データ共有データ共有

EC（（（（Electronic Commerce=電子商取引）とは、電子商取引）とは、電子商取引）とは、電子商取引）とは、

『『『『全ての全ての全ての全ての経済主体が様々なコンピュータネットワークを用い、経済主体が様々なコンピュータネットワークを用い、経済主体が様々なコンピュータネットワークを用い、経済主体が様々なコンピュータネットワークを用い、

あらゆる経済活動を行うこと。あらゆる経済活動を行うこと。あらゆる経済活動を行うこと。あらゆる経済活動を行うこと。』』』』

設計開発／製造／広告／商取引／決済設計開発／製造／広告／商取引／決済設計開発／製造／広告／商取引／決済設計開発／製造／広告／商取引／決済 （95,通産省）

企業間EC（（（（CALS) 企業・消費者間EC

CALS/ECとはとはとはとは

（（（（ＢＢＢＢtoＢ）Ｂ）Ｂ）Ｂ） （Ｂ（Ｂ（Ｂ（ＢtoＣ）Ｃ）Ｃ）Ｃ）

CALSはははは、、、、1985年に米年に米年に米年に米DOD（国防総省）で提唱。（国防総省）で提唱。（国防総省）で提唱。（国防総省）で提唱。Continuous Acquisition 

and Life-Cycle Support（継続した調達とライフサイクル支援）の（継続した調達とライフサイクル支援）の（継続した調達とライフサイクル支援）の（継続した調達とライフサイクル支援）の意味。意味。意味。意味。

企業間企業間企業間企業間の電子商取引、電子ビジネス（の電子商取引、電子ビジネス（の電子商取引、電子ビジネス（の電子商取引、電子ビジネス（e-Business）と同義で扱われる。）と同義で扱われる。）と同義で扱われる。）と同義で扱われる。



経済産業省プロジェクトとの関わり経済産業省プロジェクトとの関わり経済産業省プロジェクトとの関わり経済産業省プロジェクトとの関わり

・ゼロサム時代の到来 ・ グローバル化 ・産業構造のソフト化

（会長=張トヨタ社長張トヨタ社長張トヨタ社長張トヨタ社長)

会員340社/2億円、常駐30名

・ネット社会の制度設計

・EC/e-ビジネスの普及・調査

2000年年年年4月新発足月新発足月新発足月新発足

・電子商取引実証事業（95年）

e-Japan戦略戦略戦略戦略（（（（2001））））

・ NCALSと業界業界業界業界CALSプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（150億円）

・電力(NCALS) ・自動車・電子機器/部品・鉄鋼

・航空・造船・プラント・建設・ソフト・宇宙

・ 企業・消費者間ECプロジェクト

総務省（旧郵政/自治省)

“U-Japan”  ICT など

次世代ECOM  

2006年年年年

経済産業省

IT経営など

COXEC
共通共通共通共通XML/EDI実用化実用化実用化実用化

推進協議会推進協議会推進協議会推進協議会

（財）国際ロボット・FA技術センタ (1985より）

（財）製造科学技術センタに名変(1997より）

理事長（現在）：庄山悦彦

・国際共同研究の推進 （IMS) 2010年終了
・標準化推進（国際標準化、ISO／TC184）

・製造業のオープン化 （（（（FAオープンオープンオープンオープン、、、、APSOM)
・ロボット技術 ・ものづくり技術戦略マップ

（財）日本情報処理開発協会（ JIPDEC）

ＥＤＩ推進協議会ＥＤＩ推進協議会ＥＤＩ推進協議会ＥＤＩ推進協議会

JEDIC（業界のEDI普及）

製造業の経営課題製造業の経営課題製造業の経営課題製造業の経営課題

(2010年解散)

次世代ＥＤＩ推進協次世代ＥＤＩ推進協次世代ＥＤＩ推進協次世代ＥＤＩ推進協議会議会議会議会

（ JEDIC ）

商務情報政策局商務情報政策局商務情報政策局商務情報政策局

製造産業局製造産業局製造産業局製造産業局

１１１１．超高速ネットインフラ（村井）．超高速ネットインフラ（村井）．超高速ネットインフラ（村井）．超高速ネットインフラ（村井）

２．電子商取引ルール（宮内）２．電子商取引ルール（宮内）２．電子商取引ルール（宮内）２．電子商取引ルール（宮内）

３．電子政府の実現（岸）３．電子政府の実現（岸）３．電子政府の実現（岸）３．電子政府の実現（岸）

４．人材育成（張）４．人材育成（張）４．人材育成（張）４．人材育成（張）

IT戦略戦略戦略戦略会議会議会議会議（（（（2000））））

電子商取引推進協議会（電子商取引推進協議会（電子商取引推進協議会（電子商取引推進協議会（ECOM)
ｱｼﾞｱｱｼﾞｱｱｼﾞｱｱｼﾞｱPKIﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑ

JESAP
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中小企業への中小企業への中小企業への中小企業へのEDI普及のための活動普及のための活動普及のための活動普及のための活動

ＦＡＸと同レベルの使い易く、導入・運用コスト安価（月５千円以下）かつ

ＦＡＸを超えるメリットあるEDI（次世代ＥＤＩの本命としてXML/EDI標準化標準化標準化標準化

・中小企業EDIのライバルはＦＡＸ

・レガシーEDIはコストが高すぎる

・Web-EDIも導入メリットがない

・中小企業向け共通メッセージ標準の確立

・共通XML/EDI-ASP HUBサービスの確立

共通XML/EDI実用化推進協議会,COXEC設立設立設立設立(2005年12月）

目的目的目的目的

中小企業中小企業中小企業中小企業EDIのニーズのニーズのニーズのニーズ

材料・部品卸

VAN事業者
ASP事業者

大手製造業

大手SIer ITコーディネータ

ECOM
公的機関

中小製造業

パッケージ

ベンダー

地域SIer

認証機関など

物流業者

COXEC

中小企業中小企業中小企業中小企業EDI普及の阻害要因普及の阻害要因普及の阻害要因普及の阻害要因

・Web-EDIが期待ほど普及しない

・レガシーEDIの更新が近い将来必要

大企業の悩み大企業の悩み大企業の悩み大企業の悩み



企業間商取引のしくみ、企業間商取引のしくみ、企業間商取引のしくみ、企業間商取引のしくみ、EDIEDIEDIEDIの変遷の変遷の変遷の変遷



グローバル化進展の中で、我が国だけが世界の

ガラパゴスとならないために、EDIも標準の遵守は必須

EDIEDIEDIEDIの現状と課題の現状と課題の現状と課題の現状と課題



トヨタの１次サプライヤからトヨタの１次サプライヤからトヨタの１次サプライヤからトヨタの１次サプライヤから EDI開発の提案開発の提案開発の提案開発の提案

OEM独自EDI⇒EDIFACT

デンソーなどトヨタ

以外に取引のある

会社は、発注先の

EDI標準に対応。

業界での標準化要

自動車部品

大手メーカー

自動車部品

大手メーカー

自動車部品

大手メーカー

自動車部品

メーカー

自動車部品

メーカー

自動車部品

メーカー

自動車部品

メーカー

中小

協力会社

中小

協力会社

中小

協力会社

中小

協力会社

中小

協力会社

自動車メーカー

１次サプライヤ

２次サプライヤ

３次サプライヤ

メーカー独自Web-EDI

一部メーカー独自EDI、電話・FAXが主流

自動車メーカー

自動車メーカー

トヨタ

ホンダ、三菱、マツダ

デンソー

対象範囲

トヨタGの優良部品メーカ、小島プレス工業《株）が、

RFID付き,「リライトかんばん」によるEDIの開発提案

＜将来像＞





トヨタトヨタトヨタトヨタの標準化活動の進め方（共通ＥＤＩ）の標準化活動の進め方（共通ＥＤＩ）の標準化活動の進め方（共通ＥＤＩ）の標準化活動の進め方（共通ＥＤＩ）

Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１
【トヨタ系】【トヨタ系】【トヨタ系】【トヨタ系】ＴＭＣＰＭ ＰＭＢＭ

ＰＭ ＰＭＴＭＣ ＢＭ
ＰＭＰＭ

検討範囲検討範囲検討範囲検討範囲
Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１Ｔｉｅｒ１

【トヨタ系】【トヨタ系】【トヨタ系】【トヨタ系】ＴＭＣＰＭ ＰＭＢＭ
ＰＭ ＰＭＴＭＣ ＢＭ

ＰＭＰＭ
検討範囲検討範囲検討範囲検討範囲

Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２Ｔｉｅｒ２

（１） ２次／３次仕入先の困りごと （２） 世の動向（ＥＤＩの方向性）

トヨタＷＧの設立

標準化した仕入先間部品調達

のしくみを構築

受発注業務において、多端末・

多画面による煩雑な運用が発生

eかんばんで

１本化

さまざまな

しくみが乱立

経済産業省がＥＤＩ標準化を推奨

（各社個別の独自ＥＤＩを規制）

素形材ガイドラインで

独自ＥＤＩの強要は、

下請法違反の恐れ

トヨタ紡織(株)㈱東海理化小島プレス工業㈱アイシン精機(株)㈱青山製作所㈱デンソー㈱東郷製作所
トヨタ自動車㈱物流管理部豊田合成（株）矢崎総業(株)トヨタ自動車㈱調達・生管

幹事参加会社
世話人

トヨタＬ＆Ｆ

・ トヨタＷＧを設立し、要件整理を推進。業界標準化（ＪＡＭＡ）へ



共通共通共通共通ＥＤＩＥＤＩＥＤＩＥＤＩ導入と生産管理のＩＴ化展開導入と生産管理のＩＴ化展開導入と生産管理のＩＴ化展開導入と生産管理のＩＴ化展開

【得意先】 【自社内】 【仕入先】

かんばん

受注管理 生産管理 発注管理

出荷計画

内示

親子計算生産計画

引取指示

引取指示

納品書

受領書

注文書

かんばん

引取指示

納品書

受領書

注文書

売買管理
出荷

検収

売掛買掛

表作成

内示

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・ＥＤＩにより生産管理機能のＩＴ化生産管理機能のＩＴ化生産管理機能のＩＴ化生産管理機能のＩＴ化が進む。

・売り買い造りのデータ連携、「人手作業」の自動化「人手作業」の自動化「人手作業」の自動化「人手作業」の自動化

連携 連携
連携
連携連携

連携
連携連携

連携連携
ＥＤＩの標準化により、得意先や仕入先のデータにあわせる必要なし

（開発コスト抑制）



トヨタトヨタトヨタトヨタWG共通共通共通共通 EDIの導入の導入の導入の導入



「ＪＡＭＡ／ＪＡＰＩＡ標準」「ＪＡＭＡ／ＪＡＰＩＡ標準」「ＪＡＭＡ／ＪＡＰＩＡ標準」「ＪＡＭＡ／ＪＡＰＩＡ標準」採用例採用例採用例採用例



e-かんばんかんばんかんばんかんばん(2000年代初一本化）年代初一本化）年代初一本化）年代初一本化）

独自Web-EDI,FAX,帳票などバラバラ

（１）管理工数大

・紙ベースの手作業

・多端末、多画面対応

（あるPMでは20画面）

（２）個別データフォーマット

のため、自社システム

などとのI/Fコスト大

BM:ボデーメーカ PM: パーツメーカ

経産省(ECOM/COXEC)

EDI標準化、普及活動

（独自EDIの規制）

業界団体（JAMA/JAPIA)、自工会方針として

・1次サプライヤ以下でのEDI利用促進

・中小企業も受発注データの活用（ＩＴ化）

小島プレス小島プレス小島プレス小島プレス(株株株株)がががが経産省の

支援により、自社G対応の

かんばんEDIシステム開発。

開発システムを公開 (2010 )

トヨタ自動車(株)を世話人とした協力部品メーカ

10社共同体でなるトヨタトヨタトヨタトヨタWGで、トヨタ系部品メーカ

間の「共通部品調達の仕組みづくり」を推進。

JAMA/JAPIAの標準としてトヨタGで展開（2013/4)

これまでの受発注のEDIの課題

業界共通業界共通業界共通業界共通EDIの展開により中小中堅のＩＴ化促進の展開により中小中堅のＩＴ化促進の展開により中小中堅のＩＴ化促進の展開により中小中堅のＩＴ化促進



後工程の後工程の後工程の後工程のPullによる「かんばん方式」による「かんばん方式」による「かんばん方式」による「かんばん方式」

33

部品発注の量

（Forecast, Real）

Time (Month)

内示

(Push)

かんばん（実需）

(Pull)

内示注文; 情報システム(MRP) によるPush、確定注文; かんばんによるPull

モノの流れモノの流れモノの流れモノの流れ

情報の流れ情報の流れ情報の流れ情報の流れ

Process Process Process

情報システム情報システム情報システム情報システム

Process Process Process

情報システム情報システム情報システム情報システム内示(Push)

注文(Pull)

注文(Push)

＜MRP（Push)＞

＜Kanban（Pull)＞

“かんばん”を外す

注文(Push) 注文(Push)

注文(Pull) 注文(Pull)



TPSを支えてきた機械仕掛けを支えてきた機械仕掛けを支えてきた機械仕掛けを支えてきた機械仕掛けの生産指示装置例の生産指示装置例の生産指示装置例の生産指示装置例

80年代初までのトヨタの現場で多用。[電気仕掛け装置は見えない」として、TPS指導者、

現場スタッフ中心に知恵と改善で機械仕掛の装置を工夫。これがトヨタの改善文化？？



� 「e-かんばん」の導入で、ＩＴに強い一次メーカ（Tier1)は、生産情報システム

という名称で、「仕掛けかんばん」相当のIT化「生産マネジメント」展開。

� トヨタと Tier1の「e-かんばん」に続いて、 Tier1間、 Tier1とTier2にEDIが普及

約30年前に、トヨタで「e-かんばん」を進める時に描いてもらった絵。

なぜ、「なぜ、「なぜ、「なぜ、「e-かんばん」展開がＩＴ化を促進するのかかんばん」展開がＩＴ化を促進するのかかんばん」展開がＩＴ化を促進するのかかんばん」展開がＩＴ化を促進するのか



お客様の引き（お客様の引き（お客様の引き（お客様の引き（ PULL））））による流れの構築による流れの構築による流れの構築による流れの構築

ビジネス活動（生産システム）のあるべき姿、ありたい姿とは何か？ビジネス活動（生産システム）のあるべき姿、ありたい姿とは何か？ビジネス活動（生産システム）のあるべき姿、ありたい姿とは何か？ビジネス活動（生産システム）のあるべき姿、ありたい姿とは何か？

・お客様のPULL ・QCDの向上 ・平準化 ・同期化 ・流れ化 ・小ロット化

①大まかな流れをつくる ⇒ ②強い流れをつくる⇒

③正確な流れをつくる⇒④管理された流れをつくる

お客様の引きに応じた「おおまかな流れ」をつくり、改善する。お客様の引きに応じた「おおまかな流れ」をつくり、改善する。お客様の引きに応じた「おおまかな流れ」をつくり、改善する。お客様の引きに応じた「おおまかな流れ」をつくり、改善する。

流れをつくるための改善ステップ

部品受入部品受入部品受入部品受入
出荷場

部品部品部品部品

置場置場置場置場

部品

置場

車両組立車両組立車両組立車両組立

ラインラインラインライン

車両組立工場
部品、ユニット工場

部品組立

ライン

かんばん



生産マネジメントのシステム例と普及生産マネジメントのシステム例と普及生産マネジメントのシステム例と普及生産マネジメントのシステム例と普及

�製造業は「売り，買い、造り」。「売り、買い」がEDI化されると「造り」EC／IT化される

�中小中堅製造業（50～200人）の「造り」すなわち生産情報ステムをOSSとして普及。

あるいはフレームワークを開発し、トヨタGのTier1,2,3にOffice程度の廉価で提供。

売り 買い造り
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見込生産ＭＴＳ見込生産ＭＴＳ見込生産ＭＴＳ見込生産ＭＴＳ

Make to Stock      Make to Stock      Make to Stock      Make to Stock      

受注組立ＡＴＯ受注組立ＡＴＯ受注組立ＡＴＯ受注組立ＡＴＯ

Assemble to OrderAssemble to OrderAssemble to OrderAssemble to Order

受注加工組立ＢＴＯ受注加工組立ＢＴＯ受注加工組立ＢＴＯ受注加工組立ＢＴＯ

Build to OrderBuild to OrderBuild to OrderBuild to Order

受注設計生産ＥＴＯ受注設計生産ＥＴＯ受注設計生産ＥＴＯ受注設計生産ＥＴＯ

Engineer to orderEngineer to orderEngineer to orderEngineer to order

注文対応形態注文対応形態注文対応形態注文対応形態

受注生産ＭＴＯ受注生産ＭＴＯ受注生産ＭＴＯ受注生産ＭＴＯ

ＭａｋｅＭａｋｅＭａｋｅＭａｋｅ to Orderto Orderto Orderto Order

▼▼▼▼

▼▼▼▼

▼▼▼▼

▼▼▼▼

▼▼▼▼

受注仕様組立ＣＴＯ受注仕様組立ＣＴＯ受注仕様組立ＣＴＯ受注仕様組立ＣＴＯ

Configure to OrderConfigure to OrderConfigure to OrderConfigure to Order

在庫販売ＳＴＳ在庫販売ＳＴＳ在庫販売ＳＴＳ在庫販売ＳＴＳ

Ship  to Stock      Ship  to Stock      Ship  to Stock      Ship  to Stock      

▼▼▼▼

最終製品最終製品最終製品最終製品

半製品半製品半製品半製品

半製品半製品半製品半製品

部品部品部品部品

最終製品最終製品最終製品最終製品

在庫なし在庫なし在庫なし在庫なし （長納期部品のみ）（長納期部品のみ）（長納期部品のみ）（長納期部品のみ）

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

新車新車新車新車

開発開発開発開発

部品部品部品部品

調達調達調達調達

最終最終最終最終

組立組立組立組立

出荷出荷出荷出荷

輸送輸送輸送輸送

流通流通流通流通

在庫在庫在庫在庫

▼▼▼▼

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

デルモデルデルモデルデルモデルデルモデル

ビジネスモデルで競合他社との差別化ビジネスモデルで競合他社との差別化ビジネスモデルで競合他社との差別化ビジネスモデルで競合他社との差別化

原材料原材料原材料原材料

加工加工加工加工

▼▼▼▼＝＝＝＝ストックポイントストックポイントストックポイントストックポイント

価
格

価
格

価
格

価
格

商
品
要
望

商
品
要
望

商
品
要
望

商
品
要
望
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
対
応

対
応

対
応

対
応

納
期

納
期

納
期

納
期

短い短い短い短い

長い長い長い長い

難しい難しい難しい難しい

容易容易容易容易 高い高い高い高い

安い安い安い安い

価値観価値観価値観価値観

への対応への対応への対応への対応

自動車業界自動車業界自動車業界自動車業界

ののののBTO販売販売販売販売

どのタイミングで生産を開始するかどのタイミングで生産を開始するかどのタイミングで生産を開始するかどのタイミングで生産を開始するか



PCののののOSははははWindows。。。。中小中堅製造業に中小中堅製造業に中小中堅製造業に中小中堅製造業に JMPをををを

生産マネジメントシステム・フレームワークの基本構造

・徹底的なモジュラー構造

・モジュール内でインテグラル構造（擦り合わせ）

・お客様の引きによるフローショップに各種注文対応

・TPSの強みを実装

生産マネジメントシステム

共通フレームワーク

ＯＳ

オープンMESフレームワーク

AP1 AP2 AP3 AP4 AP5 AP6

・APはコンポーネントとして部品化

・特定業務ドメイン共通 （車の車台）

（SEMATICのMES)

JMP（仮）

発注EDI, BOM, スケジューラ, 受注EDI

生産マネジメント共通フレームワーク

JMP=Japan Manufacturing Platform

PCのOSはWindowsの様に、

中小中堅製造業にはJMPを

生産順序処理など

かんばん方式（トヨタＧ）



ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

講演資料（PDF)は希望者にメールで送ります。

遠慮なく請求ください

黒岩惠 ：skuro@esd21.jp

・拘らない心、捉われない心、偏らない心・拘らない心、捉われない心、偏らない心・拘らない心、捉われない心、偏らない心・拘らない心、捉われない心、偏らない心,

広く、広くもっと広く、これ般若信教、空の心なり広く、広くもっと広く、これ般若信教、空の心なり広く、広くもっと広く、これ般若信教、空の心なり広く、広くもっと広く、これ般若信教、空の心なり

・障子を開けてみよ、外は広いぞ・障子を開けてみよ、外は広いぞ・障子を開けてみよ、外は広いぞ・障子を開けてみよ、外は広いぞ （豊田佐吉）（豊田佐吉）（豊田佐吉）（豊田佐吉）


